
　3月 1日に長野県女性農業委員の会等が主催し、「北信越ブロック女性農業委員交流研
修会」が開催されました。この交流会は北信越ブロックの女性農業委員が一堂に会し、農
業委員活動の実態や農業、農村の再生に向けた具体的な実践活動を共に学ぶためのもの
で、飯山市農業委員会より４名の女性農業委員が参加ました。
　長野県は全農業委員 1,394 人の内、女性農業委員が 157 人でその割合が 11.3％と栃
木県と共にその割合が最も多い県となっています。
　女性農業委員の登用促進は男女共同参画としてだけではなく、農業委員会の適切・円滑な運営、地域農業の発
展のためにも大きな意義があります。
　この交流研修会では石川県、富山県、新潟県、福井県、長野県の女性農業委員より事例発表がありました。
　発表事例としては、女性の立場から食育を取り上げて発表した会が多く、石川県の白山市の農業委員会では若
者の米離れが進まないように、女性農業委員が子供や保護者向けの寸劇を用いての食育の活動実施、また南魚沼
市農業委員会では食育出前講座として、子供たちにご飯の味を忘れず大人になっても食べ続けてもらうため、子
供たちとヌカ釜でご飯を炊く体験をし、その炊いたご飯をおにぎりで食べてもらう取り組み等の発表がありまし
た。どの事例発表も女性ならではの視点で農業・農村の再生に向けてかんばっているのが印象的でした。
　農業者の約半数は女性であり、農業者の声を代表する農業委員に多くの女性の登用が期待されています。
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農
業
生
産
法
人
「
株
式
会
社
と
ざ
ま
」
が
発
足
し
ま
し
た

高
め
、
そ
し
て
農
村
と
都
市
と
の

間
で
、
モ
ノ
の
流
通
か
ら
人
の
交

流
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
構
成

員
ひ
い
て
は
こ
こ
に
住
む
人
々
が
、

豊
か
な
暮
ら
し
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
魅
力
あ
る
農
村
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
を
基
本
方
針
に
定
め

て
、
平
成
24
年
３
月
１
日
に
「
農

業
生
産
法
人 
株
式
会
社 

と
ざ

ま
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
れ

ば
、
昭
和
47
年
よ
う
や
く
当
地

に
も
国
策
と
し
て
第
２
次
農
業
構

造
改
善
事
業
が
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
の
１
枚
５
ア
ー

ル
前
後
の
面
積
か
ら
１
枚
約
30
ア

ー
ル
区
画
の
圃
場
が
完
成
し
ま
し

た
。
地
区
内
に
お
い
て
も
従
来
の

小
型
機
械
作
業
か
ら
大
型
機
械

作
業
で
な
い
と
限
ら
れ
た
農
繁
期

で
の
作
業
が
間
に
合
わ
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

当
時
の
外
様
農
協
を
中
心
と

し
た
地
区
有
識
者
会
議
で
論
議
を

重
ね
、
管
内
の
５
集
落
は
共
同
で

春
の
育
苗
か
ら
秋
の
収
穫
作
業
ま

で
一
貫
し
て
の
水
稲
栽
培
体
系
を

　

外
様
平
は
飯
山
市
の
西
北
に
位

置
し
、
関
田
山
脈
・
長
峰
丘
陵
の

間
に
広
が
る
豊
か
な
水
田
地
帯
で

す
。
恵
ま
れ
た
自
然
、
誇
れ
る
歴

史
・
文
化
を
継
承
す
る
地
で
あ
り

農
村
の
原
風
景
を
今
に
伝
え
る
悠

久
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
地

域
を
最
大
限
に
活
か
し
、
農
用

地
の
一
体
的
な
管
理
・
保
全
に
努

め
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
・
高
品

質
な
農
産
物
を
効
率
的
に
生
産

す
る
と
と
も
に
そ
の
付
加
価
値
を

推
進
し
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
大

型
機
械
作
業
は
専
属
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
を
雇
用
す
る
こ
と
で
、
農
業
者

は
多
品
目
（
園
芸
・
き
の
こ
等
）

の
収
入
確
保
が
計
ら
れ
、
又
経
済

成
長
期
は
第
２
種
兼
業
で
所
得
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
約
30
年
間
程

安
定
し
た
共
同
作
業
経
営
が
出

来
ま
し
た
。

　

時
代
は
平
成
に
な
り
、
バ
ブ
ル

経
済
が
終
焉
し
農
産
物
の
価
格
は

異
常
に
下
が
り
、
米
価
も
右
肩
下

が
り
の
曲
線
が
続
き
、
農
業
従
事

者
も
高
齢
期
を
迎
え
地
域
農
業

の
維
持
・
持
続
が
困
難
な
時
代
が

そ
う
遠
く
な
い
の
で
は
、
農
地
の

管
理
は
誰
が
す
る
の
か
等
、
管
内

で
の
心
配
さ
れ
る
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
心
配
を
踏
ま
え
て

水
稲
耕
作
組
合
協
議
会
で
数
多

く
の
会
議
を
重
ね
や
っ
と
意
見
が

集
約
さ
れ
ま
し
た
。
隣
接
地
区
の

集
落
営
農
経
営
体
を
手
本
と
し

て
平
成
19
年
11
月
25
日
に
「
地

域
ぐ
る
み
型
集
落
営
農
経
営
体
」

（
任
意
組
合
）
と
し
て
外
様
営
農

組
合
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

発
足
時
は
共
同
経
営
面
積
約

40
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
方
々
の
ご
理

解
を
頂
き
な
が
ら
75
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

４
年
を
経
て
、
Ｊ
Ａ
・
市
・
県

行
政
機
関
の
助
言
・
指
導
等
、
多

大
な
ご
支
援
を
賜
り
「
農
業
は
１

人
で
は
出
来
な
い
、
み
ん
な
で
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
」
と
近
い
将

来
の
地
域
農
業
の
振
興
を
模
索

し
、
夢
の
あ
る
農
業
を
地
区
全
体

で
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
、
今
年

の
２
月
26
日
に
設
立
総
会
を
開
催

し
水
稲
集
積
面
積
約
75
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
５
年
後
は
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
目
標
を
掲
げ
て
管
内
２
３
５

名
が
参
画
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

将
来
は
経
営
面
積
を
集
積
（
水

田
・
畑
）
し
、
管
内
農
地
の
有
効

活
用
を
図
り
、
地
域
農
業
担
い
手

の
雇
用
体
制
を
整
え
た
経
営
体
と

し
て
、
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
こ
と

が
出
来
る
よ
う
日
々
努
め
な
が
ら

歩
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

株
式
会
社 

と
ざ
ま　
小 

林 

隆 

行

（
農
業
委
員
会　

農
政
対
策
委
員
長
）

　
　現況届の用紙は５月末頃に、基金から直接、受給権者本
人あてに送付されます。
　現況届は 6月１日から 6月３０日までに、市役所内の農
業委員会へ提出してください。提出がない場合は年金の支
払いが差し止められる場合がありますのでご注意ください。

　　農業者年金を受給されている方へ
　　　　現況届の提出を忘れずに

　
熱
帯
ア
ジ
ア
原
産
の
マ
メ
植
物

で
、
実
の
周
辺
に
４
枚
の
翼
を
付

け
切
り
口
が
四
角
い
の
で
こ
の
名

が
つ
く
。
日
本
で
は
沖
縄
で
栽
培

が
多
い
が
近
年
家
庭
菜
園
や
直
売

所
で
人
気
が
あ
る
。

　

生
育
適
温
は
25
度
以
上
で
高

温
ほ
ど
生
育
が
旺
盛
に
な
り
、
土

地
は
選
ば
な
い
が
日
当
た
り
の
良

い
圃
場
を
選
ぶ
。
蒔
き
時
期
は
５

月
末
〜
６
月
上
旬
頃
。
畝
間
は
1.5

ｍ
、
株
間
は
50
㎝
で
１
箇
所
に
３

粒
を
蒔
く
（
ポ
ッ
ト
育
苗
も
可
）。

病
害
虫
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
多
少
付

く
こ
と
が
あ
る
が
ほ
と
ん
ど
防
除

は
必
要
と
し
な
い
。

　
１
ヶ
月
位
で
つ
る
が
延
び
て
く

る
の
で
支
柱
を
立
て
る
。
短
日
性

な
の
で
盆
頃
よ
り
生
げ
り
始
め
霜

が
降
る
ま
で
収
穫
が
で
き
る
。
収

穫
は
10
〜
12
㎝
程
度
の
未
熟
の

莢
（
サ
ヤ
）
を
と
り
、
食
べ
方
は
、

軽
く
茹
で
て
サ
ラ
ダ
や
、
て
ん
ぷ

ら
な
ど
が
お
す

す
め
で
あ
る
が
、

ク
セ
が
な
い
の

で
色
々
な
料
理

に
利
用
で
き
る
。

シ
カ
ク
豆
て
知
っ
て
い
ま
す
か

　３月１９日に北信州農業道場入門課修了式が開催されました。
　この「北信州農業道場」とは意欲ある青年農業者を地域の中核的な担い手として育成
していくため、中野以北の市町村、農業委員会、ＪＡ、県農政課、北信農業改良普及セ
ンター等が集まり、推進協議会を組織し運営しています。

　「北信農業道場」には「入門課」と「本科」があり、①入
門課は期間 1カ年で概ね３年以内の新規就農者を対象とし
て、スムーズな就農を支援するため基本的な知識や技術力
を養成することを目的とし、②本科は 2カ年で地域の中核的
農業経営者になってもらうため、先進的な技術や経営管理手法、幅広い視野と多面的
なものの見方・考え方を養成することを目的としています。
　今回、入門課を終了されたのは１５人で、飯山市からは常盤の足立隆雄さんが「き
のこコース」を修了されました。なお、本科は２３年と２４年の２カ年をかけて開催

されており、現在９人 ( 内飯山市から 1人 ) が受講しています。これからの地域農業の担い手として頑張って頂
きたいと思います。
　農業をする人の高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加など「人と農地の問題」があり５年後、１０年後の展
望を描けない地域が増えている中で、国では今年度から新規施策として地域の中心経営体への農地集積等の支援、
また新規就農者への支援が実施されます。

　　　　　研修風景

「北信州農業道場入門課終了式」が開催されました

　　　　　研修風景

あ し とあ （3・4月の活動記録）
3/2農地相談
　9 役員会、認定農業者審査会
 26 農業委員会、人・農地プラン説明会
27 飯山国営土地改良区通常総会
4/9 役員会 13 情報委員会
16～18 農業委員会研修視察
26 農業委員会、学習会

「北信越ブロック女性農業委員交流研修会」が開催されました


